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はじめに

　現在，高齢者へのインプラント治療は，欠損補綴と
して確立された治療方法として認知され1），臼歯部の遊
離端欠損部へのインプラント治療は，咀嚼機能，栄養
状態を改善させることが報告されている2,3）。さらに，イ
ンプラント治療による咬合支持の回復は，最遠心の歯
への咬合負荷を軽減することにより，さらなる歯の喪失
を防ぐことも報告されている4）。しかしながら，過去研
究4,5）では，歯の喪失に大きく関わると考えられる歯周
ポケットの深さやう蝕の有無といった歯の状態は，考
慮されていない。そこで本研究では，歯の状態を考慮
するために，傾向スコア分析を用いて，背景因子を考
慮したうえで，地域在住の高齢者を対象に 6 年間の追
跡調査を行い，臼歯部遊離端欠損部へのインプラント
が，欠損に隣接する歯の喪失に与える影響について検
討したので，報告する。

対　象

　兵庫県伊丹市，朝来市，東京都板橋区，西多摩郡在
住の調査時 69－71 歳もしくは 79－81 歳の地域高齢者を
対象に，縦断調査を行った。調査対象者の包含基準は，
ベースライン時臼歯部遊離端欠損者であること，無歯
顎者でないこととした。ベースライン調査に参加した
1973 名（男性 934 名，女性 1039 名）の対象者のうち，

包含基準を満たし，6年後の追跡調査に参加した571名
（男性281名，女性290名）を最終的な解析の対象者と
した。

分析方法

　過去の我々の研究6）より，歯の喪失に関連があった
対象者レベルの因子（年齢，咬合支持状態）および歯
の喪失に関連すると考えられる歯レベルの因子（歯の
位置，歯種，修復・補綴状態，う蝕の有無，歯周ポケ
ット深さ，対合歯の状態）を調整するために，インプ
ラント埋入群，非埋入群において，マルチレベル（図
1　マルチレベル解析模式図）のロジスティック回帰分
析を用いて傾向スコア算出し，傾向スコアマッチング
を行った。さらに，インプラントの有無と 6 年後の歯
の喪失の関連を検討するためにフィッシャーの正確確
率検定を行った（有意水準：5％）。

臼歯部遊離端欠損部のインプラントの
有無による歯の喪失への影響の検討

　臼歯部遊離端欠損に隣接する1085本の歯のうちイン
プラント埋入群の歯は 28 本であった。また，1085 本
のうち 6 年後の喪失は 193 本であったが，インプラン
ト埋入群の歯の喪失は 0 本であった。傾向スコアマッ
チングの結果，インプラント埋入群 28 本，非埋入群
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28 本となり，インプラント非埋入群の歯の喪失は，7
本であった。マッチング後のデータにおけるフィッシ
ャーの正確確率検定の結果，臼歯部遊離端欠損のイン
プラント有無は，歯の喪失に有意な関連を認めた（p

＝0.01）。

おわりに

　本研究の結果より，傾向スコア分析により歯の状態
による影響を考慮した上でも，臼歯部遊離端欠損のイ
ンプラントは，欠損に隣接する歯の喪失低下に影響す
ることが示唆された。臼歯部へのインプラント埋入が，
さらなる欠損拡大を防ぐ有効な方法である可能性があ
る。
　今後は，調査を継続することで，さらなる長期経過
の結果から，新たな知見を検討していきたいと考えてい
る。
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図 1　マルチレベル解析模式図




